
～市民参加型スマートシティ～

デジタルグリーンシティ

2023年11月28日 第3 回 ひょうごスマートシティ推進検討会

前橋市 副市長 大野 誠司



前橋市のご紹介

人 口 330,521人
世帯数 154,032世帯
面 積 311.59㎢
標 高 最低64ｍ 最高1,823m 

関東平野の北端から
百名山の赤城山

2023年4月末現在

約200人

に一人

日本総合研究所 全47都道府県幸福度ランキング2022年版

健康分野 中核市１位
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日本のほぼ中央に位置する中核市
2022年市制施行130周年

スローシティ
グリーン＆リラックス



Where good things grow.
その芽は、まだ小さい。
風に吹かれ、雨を待ち、太陽の熱さにその身をあずける。
そしていつか、枝をつけ、葉を繁らせ、
強く太い幹となる日を夢見ている。
人は芽だ。この地は芽だ。そしてつながりは芽だ。
いまは幼い芽だけれど、未来の大樹を隠し持つ芽だ。

Where good things grow.
この地ではじまる、芽ぐみ。
ここから、よきものが伸びてゆく。
いくつもの芽が育ち、やがては大きな森をつくっていくだろう。

Where good things grow.
わたしたちは、この地の芽吹きのために、
未来に希望の森を見るために、
厳しくも優しい風になろう。
慈しみの雨になろう。
そして、なによりも熱い太陽になろう。

Where good things grow.
きっと、芽吹く。
前橋の大地の下にはたくさんの種が 、そのときを待っている。
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2まちづくりのビジョン めぶく。 2



まえばしの共創のまちづくりの経緯

2016 | 太陽の会 発足

2019 | 前橋デザインコミッション 設立

2019 | アーバンデザイン作成

2022 | 夏のDigi田甲子園
アイデア部門 優勝 めぶくEYE 

2022 | デジタル田園都市国家構想交付金
 TYPE-3 ＆ TYPE-2（群馬県申請） 採択

2020 | 先進的まちづくり大賞 受賞

●民間主導による
まちづくりの
ビジョン制定

●白井屋ホテル開業

●太陽の鐘設置

●前橋イベント開催

●前橋まちなかまちづくりファンド 設立

実装部門 準優勝 マイタク

2023 | デジ田交付金
 TYPE-X ＆ 
 TYPE-3 採択

めぶくグラウンド

株式会社
設 立

© Junji Tanigawa & JTQ 2023 3



ふたつの共創のまちづくり⇒デジタルグリーンシティ

10年にわたる共創のまちづくりがめぶいてきた

デジタルグリーンシティ

4

スローシティ
アーバンデザイン

グリーン＆リラックス

【リアルの共創】

ICTまちづくり

【デジタルの共創】＆



共創のまちづくり アーバンデザイン 5



【前橋市中心市街地 共創事業一覧】令和4年5月
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リノベーションまちづくり

アーバンデザイン・モデルプロジェクト（広瀬川エリ
ア）

アーバンデザイン・モデルプロジェクト
（馬場川エリア）
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グリーン＆リラックスの推進

Ｍ
Ｄ
Ｃ

都市再生推進法人

公
社

前橋まちづくり公社
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中央前橋駅
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ＩＣＴまちづくりの基本思想

• 個人にまつわるデータは、本人の手元へ
• 誰に見せるか、見てもらいたいか等の本人の意思を確実に

→ 本人であることを電子的に確実に認証
⇒ マイナンバーカード活用
2013年度

2014年度
2015年度
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マイナンバーカード１枚でできること “前橋モデル”

母子健康情報から始まるＰＨＲ

災害対策

救急時利用

健康保険証・診察券のワンカード化

バイタル情報・お薬情報 多目的利用・交付支援

公共交通利用支援（マイタク）

病院・診療所の画像連携

●乳幼児健診や予防接種のデータ連携
●自治体情報配信
●お母さんのお楽しみ機能
●情報共有機能

●タクシー車内のマイナンバーカードを
タッチするだけで運賃割適用

●運行データを分析し交通政策に活用
●外出の目的である“通院”“買い物”の支援
●ＡＩ，自動運転との
連携

●マイナンバーカードで診察受付
●将来的にはオンラインで保険資格の確認

●患者はマイナンバーカードの本人認証を
用い医療機関間で情報共有

●ＣＴやＭＲＩ、検査結果などを画像として
情報連携

●日々のバイタル情報をマイナンバーカード
に紐づけて保存、閲覧

●電子お薬情報もマイナンバーカード連携で
情報紐づけ

●本人が意識をなくしてしまっていても、
救急時に必要な情報を救急隊に提供
（既往歴、連絡先、アレルギー等）

●救急隊は搬送先に情報を事前送付
●５Ｇとの連携でさらに高度化

●避難所にてマイナンバーカードでチェック
イン、避難者リストを瞬時に作成

●避難確認を家族にて共有
●災害に強い前橋市は５Ｇを用いさらに避難
者受け入れの高度化を

●郵便局でのマイナンバーカードの交付支援
●マイキープラットフォームと連携した前橋
ポイントの活用

●マイナポ、マイナポＡＰＩの活用

医療子育て

防災 交通

2016年策定 8



ふたつの共創のまちづくり⇒デジタルグリーンシティ

10年にわたる共創のまちづくりがめぶいてきた

デジタルグリーンシティ
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スローシティ
アーバンデザイン

グリーン＆リラックス

【リアルの共創】

ICTまちづくり

【デジタルの共創】＆



デジタルグリーンシティ

© Junji Tanigawa & JTQ 2023

10



デジタルグリーンシティ？ 11

一人ひとりのリアルの充実・幸せ（Well-beingの向上）に
まえばしを ●●しつづけたいまちに

◆いまの資源を見つめなおす

◆その価値を(再)評価・定義する

◆価値を高めて(再)実装する

デジタル技術で

価値・効果が増すなら使う

「グリーン＆リラックス」「スロー」

×「デジタル」という土台をうまく使っていこう

大野的まちづくりにおけるDX（ゼロからのまちづくりが、もはやほぼできないなかで）



いまの資源を見つめなおしてみた 12

100m未満の移動にも
4人に１人が車を使う

まえばしを●●しつづけたいまちに ≒ 地域交通の再構築



いまの資源を見つめなおしてみた 13

2022年通学時1万人あたり
の自転車事故件数 １位 ２位 ３位

高校生 群馬 93.63件 静岡 56.67件 徳島 43.27件

中学生 群馬 32.03件 香川 16.30件 佐賀 13.07件



いまの資源を見つめなおしてみた 14

交通分野への家計支出（人口規模別）

合計
公共交通
運賃等

自家用車
維持・利用

政令指定都市／東京都区部 226,125 72,800 153,325

人口15万以上の都市 249,243 52,536 196,707

人口５万以上15万未満の市 268,379 45,911 222,468

人口５万未満の市／町村 286,289 29,065 257,224

（円）

家族の送迎（子育て世代（こども３人）の例）

月 火 水 木 金 土 日

午前

午後

夕方～夜

パート

②習い事 ②塾

③習い事

②習い事

③習い事

①塾 ①塾

①部活

※ゲリラ豪雨など突発的な送迎も

高齢の父母の病院・施設送迎が加わったら？？

家
計
に
も
時
間
に
も
余
裕
が
な
く
な
る

若
年
層
の
居
住
地
観
へ
の
影
響
（結
婚
観
へ
も
・・）

出展： 2019年家計調査（二人以上世帯）

①塾



いまの資源を見つめなおしてみた 15

まえばしを●●しつづけたいまちに

都市インフラとしての地域交通の再構築

従来のバス・鉄道・タクシーなど
個々バラバラの交通サービスではなく、
スマホ１つでどれでも利用できる
定額パッケージ。

利便性に応じた料金体系を利用者が選ぶ。

個人認証の仕組みを取り込むことで、
行政・民間を問わず、目的地の各種サービス
（お出かけの楽しさ）とも連動。

コンソーシアムを形成し、共同的な運営により、
データ共有や利益分配できる仕組みを構築。

✓

✓

✓

✓

交通モードを超えた１つの融合サービス
～ どれかに乗る から どれでも乗れる 交通社会へ～

資料提供：群馬県交通イノベーション推進課



いまの資源を見つめなおしてみた 16

R4.4.1～ 日中でも15分間隔で必ずいずれかが運行（6社11路線）

前橋駅

県庁・市役所
国庁舎・裁判所等

都市インフラとしての地域交通の再構築

本町ライン 等間隔運行（共同経営）

南北幹線構想 –都市の背骨の形成-
出展：交通からまちづくりを考える会 前橋

前橋駅

群大病院

群馬大学

道の駅

中心市街地

けやきウォーク
ショッピングモール

前橋工科大学 日赤病院

コストコ、イケア

コロナ前を超える
乗車数を達成



いまの資源を見つめなおしてみた 17

都市インフラとしての地域交通の再構築

現 状 今 後

データを活用して再編を行っていく

・幹線軸の明確化やニーズに応じた交通体系
・バス（枝）だけでなく、タクシー等（葉）との連携
・将来的な共同経営も

出典 国土交通省



スマートシティ・データ活用になぜ取り組むのか

◆相互の信頼（with Trust）と良質なデータにより

✓ つながる（老若男女・市域にとらわれないe-市民や共助者・賛同者と）

✓ じぶんとまわりの今がわかる

✓ じぶんごとになる

✓未来をかたりあう

✓想いをつなぐ
◆ 様々な主体の参画・つながりで

✓人が情報がアイデアが 集まってくる

✓ビジネスが 生まれる、変わる

✓生活もまちも 変わる
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一人ひとりのリアルの充実・幸せ（Well-beingの向上）に
まえばしを ●●しつづけたいまちに



デジタル市民権
•いつでもどこでもまちづくりに参加できる
（自分の意思を反映できる）

•未来型の民主主義を実現するための

新しいコミュニケーションプラットフォーム
（多くの市民が集い意見を交わすことが難しい

物理的な制約からの解放）

時空間からの解放

（山本市長のプレゼンから）
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めぶくファーム（R5年度）

20

⚫地域の交流を活性化させる

コミュニティアプリ

⚫様々な人たちが参画して、

リアル・デジタル双方で議論や

課題解決につなげる場を提供





めぶくID＆データ連携基盤

R4年度 まえばし暮らしテック推進事業

育児や検診記録
の連携、子育て
のチャット相談

アレルギー情報を
給食献立変更等に
連携

興味・志向に
合った学びを受
けられる

グッドグロウまえばし

利用者の興味や
関心に合わせた
情報を提供

メブクラスまえばし my Allergy alert

学び・子育て

OYACOplus

寄り道街歩きや、
植物や昆虫を調
査しながら自然
を学ぶ

Wonder Watch

U-GREEN walk

ポータル

バーチャル前橋
をドライブし、
運転評価を行う

デジタルツイン

安全スコアリング

家電情報による
くらし見守りサ
ポート

家電情報によるくらし

見守りサポート

リモートで人と
人がつながる、
顔の見える相談
窓口

ツナグすぽっと

高齢者支援

共助ポイントを
通じた、文化・
地域活動活性化

めぶくアプリ

（BOOKFES）

サポートを必要する
「ありが隊」と
サポートしたい人
「助け隊」を
マッチング

めぶくアプリ

(助け合い掲示板)

共
助

めぶくグラウンド（株）が管理・運用
（市民の利益を優先する考え方を徹底）

ダイナミックオプトイン

概要、アプリDLはこちら
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めぶくpay  ～安心安全・お得な電子地域通貨～

前橋の新しいキャッシュレス決済サービス

12月20日（水） サービス開始！

⚫ めぶくID（又はマイナンバーカード）を用いた安心安全な新しい電子地域通貨

⚫ 行政からのポイント（めぶくポイント）や各種公的給付金の受取が可能*

⚫ 「まえばし市民プレミアムキャンペーン」で最大11,500ポイントプレゼント
*令和５年度は出産・子育て応援給付金を予定しています(2024年1月開始予定）







・福祉団体職員 など

一般ボランティア

学生ボランティア　市民有志

職員有志講座受講者 ・市内5大学

  前橋国際大学、前橋工科大学、

　群馬大学、県民健康科学大学、

　群馬医療福祉大学

・高校生ボランティアなど

・他機関の講座受講者 など

・本市の講座受講者 ・ボランティア活動に関心ある人

・デジタルサポートに関心ある人 など

・前橋市職員

講座終了後、

登録を推奨
大学地域連携センターや高校事務局を通じて呼びかけ

広報などで呼びかけ

NPO法人教育支援協会北関東 (運営組織）

養成

(動画講座)

登録

サポーター派遣

地域の派遣依頼(例)

・スマホ講座をお願いしたい

・自治会タブレットの操作を

復習したい

・めぶくIDを登録・活用したい

・GunMaaSを活用したい 等

地域のスマホ講座

デジタルサポーターの主な活動
・市民有志を募り、ICTスキルに応じて必要な講習を行った後、

地域からの要請に基づいて、サポーターを派遣する

デジタルよろず相談所自治会タブレット支援

地域住民３人以上で行う学習会に、サポーターを無料派遣する「①講習会サポート」と

定時×定点で相談拠点を設置し、市民の小さな困りごとを解消する「②デジタルよろず

相談所」の２事業を中心に、事業展開する予定です。

デジタル推進委員(デジタル庁)

《周囲に教える人》 《講座参加を促す人》

各個人で登録

①講習会サポート ②よろず相談所

まえばしデジタルサポーター



27

デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

高

低

行政(直営・委託)

＋大学連携
市内のNPO団体
との連携

企業･個人事業

多種多様な
住民ニーズがある

スマホの基本的な
機能や操作方法を
一から学びたい

デジタル技術を駆使して
余剰時間を生み出し、
より快適なスローライフ
を追求したい

スマホの各種機能や
便利なアプリを活用
して、より快適に過ご
したい

住民のデジタルスキルは
個人差が大きい（実態）

多様な支援
団体の存在

（民間営利ベースの活動）

（民間非営利の活動）
（学生との連携）

（公共事業による活動）
（市民サポーターの育成）

STEP➊
サポーターの育成

STEP➋
各地域への派遣

STEP➌
地域密着型サポーター
の誕生・活躍

市内NPO団体や
企業の情報収集

（得意分野＆対象者）

関係者・団体による
連携関係の構築  .

＋

《Mデジ関係》

《当面の活動》

デジタル活用に向けた多層的な取り組み



まえばしを ●●しつづけたいまちへ 28
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